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登場人物紹介

【日本】
●陸上自衛隊
《特殊部隊サイレント・コア》
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。北米派遣統合司令官。コードネーム：デナリ。
〈原田小隊〉
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　三佐。海自生徒隊卒、空自救難隊出身。コードネーム：ハンター。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。原田小隊の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。田口と組むスポッター。コードネーム：ヤンバル。
〈姜小隊〉
姜
かん

彩
あや

夏
か

　二佐。元韓国陸軍参謀本部作戦二課所属。コードネーム：ブラッ
クバーン。

福
ふく

留
とめ

弾
だん

　一曹。分隊長。コードネーム：チェスト。
井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。姜小隊のＩＴエンジニア。コードネーム：リベット。
水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　一曹。分隊長。コードネーム：フィッシュ。
御
み

堂
どう

走
そう

馬
ま

　二曹。元マラソン・ランナー。コードネーム：シューズ。
川
かわ

西
にし

雅
まさ

文
ふみ

　三曹。元Ｊリーガー。コードネーム：キック。
由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西部方面普通科連隊から引き抜かれた狙撃兵。コードネ
ーム：ニードル。

《水陸機動団》
司
し

馬
ば

光
ひかる

　一佐。アダック島派遣部隊司令官。水機団格闘技教官。
〈第３水陸機動連隊〉
後
ご

藤
とう

正
まさ

典
のり

　一佐。連隊長。
権
ごん

田
だ

洋
よう

二
じ

　二佐。副隊長。
鮫
さめ

島
じま

拓
たく

郎
ろう

　二佐。第１中隊長。
榊
さかき

真
しん

之
の

介
すけ

　一尉。第１中隊・第２小隊長。
工
く

藤
どう

真
しん

造
ぞう

　曹長。小隊ナンバー２。

居
い

村
むら

真
しん

之
の

輔
すけ

　陸将。防衛装備庁・長官官房装備官。



●航空自衛隊
・第308飛行隊（Ｆ-35Ｂ戦闘機）
阿
あ

木
ぎ

辰
たつ

雄
お

　二佐。飛行隊長。ＴＡＣネーム：バットマン。
宮
みや

瀬
せ

茜
あかね

　一尉。部隊紅一点のパイロット。ＴＡＣネーム：コブラ。

●統合幕僚監部
三
み

村
むら

香
か

苗
なえ

　一佐。統幕運用部付き。空自Ｅ-２Ｃ乗り。北米邦人救難指揮
所の指揮を執る。

倉
くら

田
た

良
よし

樹
き

　二佐。統幕運用部。海自出身。Ｐ-１乗り。

●在シアトル日本総領事館
一
いち

条
じょう

実
さね

弥
み

　総領事。
土
ど

門
もん

恵
え

理
り

子
こ

　二等書記官。土門の娘。

●ロスアンゼルス総領事館
藤
ふじ

原
わら

兼
かね

人
と

　一等書記官。

【アメリカ】
●エネルギー省
Ｍ・Ａ（ミライ・アヤセ）　通称・魔

ソーサラー

術師〝ヴァイオレット〞。Ｑクリアラ
ンスの持ち主。

レベッカ・カーソン　海軍少佐。Ｍ・Ａの秘書。ＦＡ-18戦闘機乗り。

●陸軍
〈第160特殊作戦航空連隊〉〝ナイト・ストーカーズ〞
メイソン・バーデン　陸軍中佐。シェミア分遣隊隊長。
ゲーリー・アトキンス　中佐。第４大隊デルタ中隊。
ベラ・ウエスト　中尉。副操縦士。新大統領令嬢。
〈第189歩兵旅団第358連隊〉
サム・クルーソー　陸軍大佐。連隊長。
・第２大隊（機甲）
ソフィア・Ｒ・オキーフ　陸軍少佐。作戦参謀。
ロバート・サハロフ　少佐。随伴歩兵訓練教官。
ロイド・アルバート　先任曹長。機甲科訓練教官。



メグミ・モリアーティ　陸軍特技兵。パイロットＴＡＣネーム：〝変
バリアント

異体〞。
・ミルバーン隊
アイザック・ミルバーン　元陸軍中佐。警備会社の顧問。かつてデルタ・
フォースの一個中隊を率いていた。

●海軍
・ネイビー・シールズ・チーム７
イーライ・ハント　海軍中尉。
マシュー・ライス　上等兵曹（軍曹）。狙撃手。

●空軍
テリー・バスケス　空軍中佐。終

ド ゥ ー ム ズ デ イ・プ レ ー ン

末の日の指揮機〝イカロス〞指揮官。
スペンサー・キム　中佐。ＮＳＡきってのスーパー・ハッカー。

●ワシントン州陸軍州兵
カルロス・コスポーザ　陸軍予備役少佐。

●ＦＢＩ
ニック・ジャレット　捜査官。行動分析課のベテラン・プロファイラー。
ルーシー・チャン　捜査官。行動分析課の新米プロファイラー。
ロン・ノックス　捜査官。ＬＡ支局・サルベージ班。

●アルコール・タバコ・火器及び爆発物取締局（ＡＴＦ）
ナンシー・パラトク　捜査官。イヌイット族。

●郡警察（テキサス州ノーラン郡）
ヘンリー・アライ　巡査部長。陸軍に二期在籍したマークスマン。
ペドロ・ガルシア　副署長。
オリバー・ハッカネン　検死医。

●ロス市警
カミーラ・オリバレス　巡査長。

●レジスタンス
ルーカス・ブランク　法学部政治哲学教授。公民権運動の闘士。



リリー・ジャクソン　元陸軍大尉。双発の小型プロペラ機パイパー・セミ
ノール乗り。

●クインシーの若者たち
タッカー・トリーノ　ドローン・クラブ〝チェイサー〞の部長。
ベッキー・スワンソン　タッカーの幼なじみで、〝チェイサー〞のメンバー。

●〝ナインティ・ナイン〞＝〝セル〞
フレッド・マイヤーズ　教授。通称〝ミスター・バトラー〞。
トーマス・マッケンジー　大佐。通称〝 剣

グラディエーター

闘士 〞トム。
アラン・ソンダイク　少佐。

●その他
西
にし

山
やま

穣
じょう

一
いち

　ジョーイ・西山。スウィートウォーターでスシ・レストラン
を経営。

ソユン・キム　穣一の妻。
千
ち

代
よ

丸
まる

　穣一とソユンの息子。
田
た

代
しろ

哲
てつ

也
や

　西山の会社員時代の後輩。
モーリス・テイラー　消防署署長。
ディラン・ウエスト　アメリカ大統領。元・上院軍事委員会の重鎮議員。
ヒロフミ・アヤセ　合衆国陸軍退役中将。ミライ・アヤセの父。
フランツ・ミュラー　アスペン市長。

【カナダ】
●カ

Ｃ Ｊ Ｏ Ｃ

ナダ国防軍・統合作戦司令部
アイコ・ルグラン　陸軍少佐。日本人の母を持ち、陸自の指

Ｃ Ｇ Ｓ

揮幕僚過程修了。

【イギリス】
●王立海兵隊
・第42コマンドー
フィリップ・ハークネス　海兵隊中佐。大隊長。
ジェイソン・リックマン　少佐。Ｋ中隊長。
ダン・エヴァンス　一等准尉（兵曹長）。Ｋ中隊先任曹長。
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一
六
二
〇
年
九
月
一
六
日
、
イ
ギ
リ
ス
南
西
部
の
デ
ヴ

ン
シ
ャ
ー
、
今
は
デ
ヴ
ォ
ン
州
と
呼
ば
れ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ル
半
島
の
プ
リ
マ
ス
か
ら
出
航
し
た
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号

は
、
偶
然
に
も
、
ニ
ュ
ー
・
プ
リ
マ
ス
と
名
付
け
ら
れ
た

土
地
に
辿
り
着
き
、
清
教
徒
ら
は
こ
こ
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
最
初
の
植
民
地
を
開
拓
し
た
。

　

現
代
の
デ
ヴ
ォ
ン
州
は
、
二
つ
の
国
立
公
園
と
世
界
遺

産
も
有
す
る
風
光
明
媚
な
土
地
柄
で
、
保
養
地
、
観
光
地

と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
プ
リ
マ
ス
海
軍
基
地
の
所
在
地
で
あ
り
、
王
立

海
兵
隊
の
フ
ォ
ー
・
ツ
ー
・
コ
マ
ン
ド
こ
と
第
42
コ
マ
ン

ド
ー
（
大
隊
相
当
）
が
駐
屯
し
て
い
る
。

　

そ
の
Ｋキ

ロ

中
隊
は
、
本
来
は
一
二
〇
名
の
兵
士
を
擁
す
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
兵
員
不
足
で
今
は
一
〇
〇
名
に
欠
け
る

兵
士
し
か
い
な
か
っ
た
。

　

彼
ら
は
、
そ
れ
が
起
こ
っ
た
時
、
た
ま
た
ま
米
本
土
で

訓
練
中
だ
っ
た
。
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
、
フ
ォ
ー
ト
・

リ
バ
テ
ィ
、
五
万
名
も
の
軍
人
が
働
く
世
界
最
大
の
軍
事

基
地
の
フ
ォ
ー
ト
・
ブ
ラ
ッ
グ
基
地
で
、
米
陸
軍
と
合
同

訓
練
中
だ
っ
た
。

　

ほ
ん
の
数
日
、
い
や
数
時
間
で
ア
メ
リ
カ
全
土
の
治
安

が
崩
壊
し
た
直
後
、
彼
ら
は
、
米
空
軍
の
輸
送
機
に
乗
り

込
み
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
派
遣
さ
れ
た
。

　

当
初
は
、
首
都
警
察
や
、
展
開
す
る
米
軍
の
サ
ポ
ー
ト
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を
す
る
程
度
の
つ
も
り
だ
っ
た
。
だ
が
、
行
政
府
が
集
ま

る
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
街
は
、
や
が
て
催
涙
ガ
ス
が
満
ち
、

誰
も
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
群
衆
は

徐
々
に
膨
れ
上
が
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
包
囲
し
始
め

た
。

　

政
府
高
官
や
議
会
関
係
者
が
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
空
軍
基

地
か
ら
次
々
と
首
都
を
脱
出
す
る
間
に
、
議
会
議
事
堂
は

炎
上
し
、
大
統
領
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
地
下
軍
事
司
令

部
に
立
て
篭
も
っ
た
。
立
て
篭
も
っ
た
…
…
、
と
聞
か
さ

れ
て
い
た
。

　

フ
ォ
ー
・
ツ
ー
・
コ
マ
ン
ド
は
、
そ
の
大
隊
兵
力
で
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
守
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
米
海
兵
隊
の

姿
は
な
く
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
守
っ
て
い
る
の
は
、
事

実
上
英
海
兵
隊
だ
っ
た
。

　

彼
ら
は
そ
こ
に
、
す
で
に
十
日
以
上
留
ま
っ
て
い
た
。

最
初
は
、
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
と
思
っ
た
。
催
涙
ガ
ス
の

残
留
物
は
漂
っ
て
い
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
自
家
発

電
装
置
に
よ
っ
て
、
館
内
は
灯
り
が
あ
っ
た
し
、
ト
イ
レ

は
も
ち
ろ
ん
豪
華
で
綺
麗
だ
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
職
員

か
ら
、
歴
史
あ
る
部
屋
や
、
そ
こ
に
飾
ら
れ
た
由
緒
あ
る

調
度
品
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
館
内
に
蓄
え
ら
れ
た
非

常
食
に
あ
り
つ
く
こ
と
も
で
き
た
。

　

だ
が
状
況
は
徐
々
に
悪
化
し
た
。
ひ
と
ま
ず
暴
徒
の
襲

撃
を
撃
退
し
、
し
ば
ら
く
は
沈
静
化
し
た
。
ま
る
で
ゾ
ン

ビ
の
群
れ
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
火
力
に
は
敵
わ

な
い
と
わ
か
っ
て
か
ら
、
彼
ら
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
も
だ

い
ぶ
後
退
し
た
。
三
日
目
に
は
、
長
引
き
そ
う
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
館
内
の
電
気
が
次
々
と
落
と
さ
れ
た
。
水

は
貯
水
タ
ン
ク
に
あ
っ
た
が
、
水
道
も
あ
ち
こ
ち
止
め
ら

れ
た
。
ト
イ
レ
の
水
洗
も
使
用
に
制
限
が
掛
か
っ
た
。

　

五
日
目
に
は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
補
給
ル
ー
ト
が

確
立
さ
れ
、
食
料
と
武
器
弾
薬
だ
け
は
、
空
か
ら
ヘ
リ
で

運
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
ら
を
搭
載
し
た
Ｃ
Ｈ
‐
47
Ｆ
大
型
ヘ
リ
は
、
Ｋ
中
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隊
を
率
い
る
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
リ
ッ
ク
マ
ン
海
兵
隊
少
佐
が

守
る
サ
ウ
ス
・
ロ
ー
ン
の
庭
へ
離
着
陸
す
る
。
普
段
、
大

統
領
が
マ
リ
ー
ン
・
ワ
ン
の
コ
ー
ル
サ
イ
ン
を
持
つ
海
兵

隊
ヘ
リ
で
離
着
陸
す
る
お
馴
染
み
の
場
所
だ
。

　

国
賓
の
歓
迎
式
典
に
も
使
わ
れ
る
サ
ウ
ス
・
ロ
ー
ン
は
、

年
間
三
六
五
日
、
緑
の
芝
生
が
眩
し
い
。
だ
が
今
、
そ
こ

に
は
、
あ
ち
こ
ち
焼
け
焦
げ
た
跡
が
あ
っ
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
白
い
建
物
に
も
、
無
残
な
弾
痕
や
、

簡
易
爆
弾
を
積
ん
だ
ド
ロ
ー
ン
が
突
っ
込
ん
だ
痕
が
あ
っ

た
。

　

新
兵
が
、
こ
れ
じ
ゃ
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
な
く
、

ま
だ
ら
模
様
の
ダ
ル
メ
シ
ア
ン
・
ハ
ウ
ス
だ
と
冗
談
を
言

っ
た
ほ
ど
、
戦
い
の
痕
が
醜
く
残
っ
て
い
た
。

　

セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
は
、
星
条
旗
が
半
旗
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
十
日
間
、
混
乱
の
犠
牲
と

な
っ
た
国
民
を
悼
ん
で
の
半
旗
だ
っ
た
。
二
日
前
の
夜
、

つ
い
に
暴
徒
の
ド
ロ
ー
ン
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ヒ
ッ
ト
し
て

旗
に
火
が
点つ

い
た
。
難
燃
素
材
の
お
陰
で
旗
が
燃
え
落
ち

る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
星
条
旗
は
、
真
っ
黒
焦

げ
と
な
り
、
無
残
な
姿
を
晒
し
て
い
る
。
そ
れ
を
掲
げ
て

い
た
ロ
ー
プ
部
分
が
溶
け
て
ポ
ー
ル
に
絡
み
つ
い
た
せ
い

で
、
回
収
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

ヘ
リ
か
ら
コ
マ
ン
ド
を
降
ろ
し
て
空
中
か
ら
回
収
す
る

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
米
側
が
提
案
し
た
が
、
こ
の
状
況

下
で
優
先
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
、
と
英
側
は
却
下
し
た
。

自
分
の
ケ
ツ
く
ら
い
自
分
で
拭
け
と
い
う
意
思
表
示
だ
っ

た
。

　

部
隊
は
、
す
で
に
犠
牲
も
払
っ
て
い
た
。
到
着
し
た
初

日
に
、
ま
ず
二
名
が
戦
死
し
た
。
翌
日
に
は
、
米
側
の
不

快
感
表
明
を
無
視
し
て
、
芝
生
の
上
に
土
嚢
を
積
ん
で
防

御
陣
地
を
造
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
銃
社
会
だ
と
は
い
え
、
暴
徒
の
装
備
は
、

度
が
過
ぎ
て
い
た
。
軍
用
ラ
イ
フ
ル
は
も
と
よ
り
、
シ
ョ

ッ
ト
ガ
ン
に
重
機
関
銃
ま
で
当
た
り
前
に
出
て
く
る
。
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時
々
、
明
ら
か
に
狙
撃
手
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
ち
ら
も

狙
撃
兵
を
周
辺
ビ
ル
の
屋
上
に
上
が
ら
せ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
昨
日
か
ら
の
敵
は
少
し
違
っ
て
い
た
。
戦
術

的
な
編
成
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る
。
複

数
の
種
類
の
ド
ロ
ー
ン
が
編
隊
を
組
ん
で
突
っ
込
ん
で
く

る
。
そ
の
操
縦
は
、
素
人
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
訓
練
を

受
け
た
プ
ロ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

翼
に
赤
い
星
の
マ
ー
ク
が
付
い
た
デ
ル
タ
翼
機
に
殺や

ら

れ
て
、
つ
い
一
時
間
前
、
三
名
の
兵
士
が
戦
死
し
た
。
も

う
一
人
は
瀕
死
の
重
傷
だ
。

　

そ
の
重
傷
兵
と
、
遺
体
を
回
収
す
る
た
め
の
Ｃ
Ｈ
‐
47

ヘ
リ
が
中
庭
に
着
陸
し
て
飛
び
立
っ
て
い
く
。

　

Ｋ
中
隊
を
指
揮
す
る
リ
ッ
ク
マ
ン
少
佐
は
、〝
キ
ャ
ッ

ス
ル
ロ
ッ
ク
砦
〞
と
名
付
け
ら
れ
た
左
手
側
の
陣
地
か
ら
、

そ
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
接
近
に
備
え
て
、
上
空
を
味
方
の
ド
ロ
ー

ン
と
も
う
一
機
の
Ｃ
Ｈ
が
飛
ん
で
い
る
。

　

三
名
が
戦
死
し
た
の
は
、
つ
い
右
隣
に
築
か
れ
た
〝
デ

リ
ー
砦
〞
だ
っ
た
。
呆
れ
る
ほ
ど
見
事
な
ス
ト
ラ
イ
ク
だ

っ
た
。

　

対
ド
ロ
ー
ン
防
御
に
当
た
る
兵
士
ら
が
、
直
前
に
突
っ

込
ん
で
き
た
ク
ア
ッ
ド
型
ド
ロ
ー
ン
の
撃
墜
に
気
を
取
ら

れ
て
い
る
隙
に
、
遥
か
上
空
か
ら
急
角
度
で
陣
地
に
突
っ

込
ん
で
き
て
、
恐
ら
く
迫
撃
弾
程
度
の
爆
薬
が
爆
発
し
た
。

重
傷
と
は
い
え
、
生
存
者
が
い
た
こ
と
が
不
思
議
な
く
ら

い
の
爆
発
で
、
積
み
上
げ
て
い
た
陣
地
の
土
嚢
が
一
気
に

吹
き
飛
ば
さ
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

ヘ
リ
が
去
っ
て
静
か
に
な
る
と
、
命
令
の
怒
号
が
飛
び

交
う
。
背
後
で
指
笛
が
鳴
ら
さ
れ
、
第
42
コ
マ
ン
ド
ー
を

率
い
る
大
隊
長
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
ー
ク
ネ
ス
海
兵
隊
中

佐
が
、
サ
ウ
ス
・
ポ
ル
チ
コ
の
柱
の
陰
か
ら
、
手
招
き
し

て
い
た
。

　

リ
ッ
ク
マ
ン
少
佐
は
、
腰
を
屈か

が

め
て
そ
こ
ま
で
走
っ
た
。

狙
撃
で
殺
ら
れ
た
兵
士
は
ま
だ
い
な
か
っ
た
が
、
撃
た
れ
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る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
何
し
ろ
、
こ
こ
は
見
晴
ら

し
が
良
す
ぎ
る
の
だ
。

「
助
か
り
そ
う
か
？
」

「
何
と
も
。
意
識
は
あ
る
し
、
軍
医
は
最
善
を
尽
く
す
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
…
…
」

　

リ
ッ
ク
マ
ン
少
佐
は
、
柱
の
陰
に
隠
れ
な
が
ら
言
っ
た
。

多
く
の
各
国
指
導
者
が
出
入
り
し
た
だ
ろ
う
ド
ア
に
も
う

窓
ガ
ラ
ス
は
な
い
。
あ
る
程
度
は
掃
除
し
た
が
、
地
面
に

は
、
ま
だ
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
こ
こ
は

防
弾
ガ
ラ
ス
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
各
国
で
協
議
が
続
い
て
い
る
ら
し
い
。
ま
ず

ド
イ
ツ
が
抜
け
る
そ
う
だ
」

「
そ
も
そ
も
、
展
開
し
て
い
る
ド
イ
ツ
軍
の
兵
員
数
は
知

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
危
険
な
場
所
に

い
る
わ
け
で
も
な
い
。
兵
站
支
援
は
続
け
て
く
れ
る
の
で

す
か
？
」

「
ど
こ
か
で
受
け
取
っ
て
く
れ
る
国
が
あ
る
な
ら
、
カ
ナ

ダ
な
り
安
全
な
場
所
ま
で
運
ぶ
こ
と
は
考
え
よ
う
と
言
う

こ
と
だ
。
詳
し
く
は
聞
い
て
な
い
が
」

「
で
は
、
支
援
物
資
を
積
ん
だ
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
機
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
空
港
に
着
陸
し
て
く
る
こ
と
は
も
う

な
く
な
る
の
で
す
か
？
」

「
そ
の
空
港
の
安
全
を
、
こ
こ
に
残
っ
た
同
盟
国
軍
が
、

保
障
で
き
る
か
ど
う
か
だ
ろ
う
な
。
ド
イ
ツ
と
し
て
も
、

真
っ
先
に
支
援
の
輪
か
ら
抜
け
た
と
い
う
汚
名
は
後
々
困

る
だ
ろ
う
」

　

突
然
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
り
響
い
た
。
短
信
が
三
回
、

ド
ロ
ー
ン
警
報
だ
。
外
を
見
る
と
、
防
御
陣
地
の
外
に
出

た
兵
士
ら
が
、
空
を
見
上
げ
て
ア
サ
ル
ト
・
ラ
イ
フ
ル
を

構
え
て
い
た
。

「
彼
ら
、
な
ん
で
照
準
器
を
外
し
た
ん
だ
？
」

「
い
え
、
許
可
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
あ
れ
も
完
璧

で
は
な
い
の
で
」

「
冗
談
は
よ
せ
！ 

完
璧
で
は
な
い
に
せ
よ
、
兵
隊
が
勘
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で
無
駄
弾
を
撃
ち
ま
く
る
よ
り
は
遥
か
に
ま
し
だ
か
ら
導

入
さ
れ
た
ん
だ
ぞ
」

「
西
海
岸
は
ど
う
な
の
で
す
か
？
」

　

そ
の
話
題
は
突
っ
込
ま
れ
た
く
な
い
の
で
、
少
佐
は
話

題
を
変
え
た
。

「
自
衛
隊
は
、
米
陸
軍
の
正
規
軍
部
隊
と
派
手
に
や
り
合

っ
た
と
い
う
噂
だ
ぞ
。
Ｍ
‐
１
戦
車
を
次
々
と
ド
ロ
ー
ン

で
撃
破
し
た
ら
し
い
」

「
自
衛
隊
が
で
す
か
？ 
展
開
し
て
い
る
の
は
、
確
か
日

本
版
海
兵
隊
で
す
よ
ね
。
彼
ら
、
今
か
ら
半
世
紀
待
っ
て

も
、
部
隊
に
サ
プ
レ
ッ
サ
ー
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
嘆
く
ほ

ど
に
貧
し
い
軍
隊
な
の
に
、
そ
ん
な
高
性
能
高
威
力
な
ド

ロ
ー
ン
は
持
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
よ
り
、
こ
っ

ち
は
ど
う
な
の
で
す
か
？ 

オ
ー
ジ
ー
の
ス
リ
ン
ガ
ー
と

か
、
70
ミ
リ
・
ロ
ケ
ッ
ト
を
レ
ー
ザ
ー
誘
導
す
る
イ
ー
グ

ル
ス
と
か
あ
り
ま
す
よ
ね
？ 

対
ド
ロ
ー
ン
の
も
っ
と
高

性
能
な
防
御
兵
器
が
必
要
で
す
。
だ
い
た
い
、
す
で
に
一

〇
名
を
超
え
る
兵
士
が
戦
死
や
負
傷
で
離
脱
し
て
い
る
。

た
だ
で
さ
え
数
が
足
り
て
い
な
い
の
に
、
戦
闘
継
続
は
そ

ろ
そ
ろ
不
可
能
で
す
。
こ
の
作
戦
は
、
せ
い
ぜ
い
一
週
間

で
米
軍
が
治
安
維
持
機
能
を
回
復
す
る
前
提
で
始
ま
っ
た

こ
と
な
の
に
」

　

ハ
ー
ク
ネ
ス
中
佐
は
、
軽
く
た
め
息
を
漏
ら
し
た
。

「
…
…
最
近
は
さ
、
た
め
息
を
つ
い
た
程
度
の
こ
と
で
、

パ
ワ
ハ
ラ
だ
何
だ
と
苦
情
部
門
に
訴
え
ら
れ
る
が
。
こ
こ

だ
け
の
話
だ
。
大
統
領
は
、
も
う
こ
こ
に
は
い
な
い
。
地

下
道
か
ら
脱
出
し
た
ら
し
い
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
も
ぬ

け
の
殻
だ
」

「
こ
こ
の
地
下
に
踏
み
留
ま
っ
て
い
る
は
ず
の
民
主
党
大

統
領
が
辞
任
し
た
こ
と
は
既
知
の
情
報
で
す
が
、
で
は
共

和
党
の
新
大
統
領
は
ど
こ
で
指
揮
を
執
っ
て
い
る
の
で
す

か
？ 

交
替
し
て
地
下
に
立
て
篭
も
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
」

「
た
ぶ
ん
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
か
ど
こ
か
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
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せ
よ
、
こ
こ
は
も
う
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
象
徴
で
し
か
な

い
。
あ
る
い
は
た
だ
の
観
光
地
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
わ
れ

わ
れ
が
こ
れ
以
上
の
犠
牲
を
払
っ
て
守
る
価
値
が
あ
る
と

は
思
え
な
い
。
海
兵
隊
司
令
部
に
は
、
そ
う
報
告
は
し
て

い
る
よ
。
た
だ
、
こ
こ
か
ら
撤
退
す
る
と
な
る
と
、
そ
れ

は
そ
れ
で
、
兄
弟
国
イ
ギ
リ
ス
が
、
い
よ
い
よ
ア
メ
リ
カ

を
見
捨
て
る
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

西
海
岸
で
戦
っ
て
い
る
カ
ナ
ダ
国
防
軍
や
日
本
、
韓
国
も

浮
き
足
立
つ
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
そ
う
い
う
政
治
的
な
象

徴
の
場
に
な
っ
て
い
る
」

「
せ
め
て
、
部
隊
を
交
替
さ
せ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」

「
そ
れ
も
進
言
し
て
あ
る
。
こ
ん
な
に
長
い
期
間
、
こ
こ

に
留
ま
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
し
な
。
い
く
ら
何
で
も
、

ま
だ
本
国
で
準
備
中
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
ぶ

ん
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の
治
安
回
復
作
戦
に
備
え
て
い
る

部
隊
が
い
る
と
思
う
が
、
こ
の
状
況
で
、
し
ば
ら
く
お
預

け
に
な
る
。
そ
の
部
隊
を
こ
っ
ち
に
回
す
余
力
は
あ
る
は

ず
だ
」

「
そ
ち
ら
の
作
戦
は
中
止
に
な
る
の
で
す
か
？ 

マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
島
に
は
、
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
同
胞
も
ま
だ
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
て
脱
出
で
き
な
い
の
に
…
…
」

「
君
の
、
初
恋
の
相
手
だ
っ
け
？
」

「
い
い
え
―
」

　

と
少
佐
は
苦
笑
い
し
た
。

「
暮
ら
し
て
い
た
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
、
同
じ
学
校
を
出
た

と
い
う
だ
け
で
す
。
自
分
は
こ
う
し
て
軍
隊
で
名
誉
あ
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
彼
女
は
、
証
券
会
社
に
勤
め
て
今

は
ビ
リ
オ
ネ
ア
。
今
も
パ
ブ
で
飲
む
田
舎
の
悪
友
か
ら
の

メ
ー
ル
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
彼
女
が
上
げ
た
最
後

の
写
真
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
バ
ッ
ク
に
、
ぴ
ち
ぴ

ち
の
タ
イ
ツ
を
着
て
高
層
ビ
ル
で
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
を
決
め

る
写
真
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
。
そ
い
つ
は
、
ザ
マ
ァ
み

ろ
！ 

今
頃
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
泥
水
を
す
す
っ
て
い
る
だ
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ろ
う
、
と
喜
ん
で
ま
し
た
よ
」

「
そ
う
い
う
お
金
持
ち
は
、
真
っ
先
に
脱
出
し
た
だ
ろ

う
」

「
そ
れ
が
、
外
務
省
が
回
し
て
き
た
在
米
同
胞
者
の
行
方

不
明
リ
ス
ト
に
、
彼
女
と
そ
の
家
族
の
名
前
が
載
っ
て
い

る
ん
で
す
。
も
し
無
事
に
脱
出
し
て
い
た
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

そ
の
恐
怖
体
験
を
宣
伝
し
ま
く
る
だ
ろ
う
か
ら
、
リ
ス
ト

に
名
前
が
載
る
は
ず
は
な
い
。
ま
だ
島
の
中
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
」

「
彼
女
か
ら
見
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
の
負
け
犬
な
わ

け
だ
が
…
…
」

「
任
務
で
す
か
ら
。
救
う
相
手
が
金
持
ち
だ
ろ
う
と
年
寄

り
だ
ろ
う
と
関
係
な
い
。
そ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い

ま
す
よ
」

　

中
隊
先
任
曹
長
の
ダ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
一
等
准
尉
（
兵

曹
長
）
が
デ
リ
ー
砦
を
出
て
走
っ
て
き
た
。

「
チ
ー
フ
、
対
ド
ロ
ー
ン
用
の
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
担
い
だ

兵
士
が
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を
外
し
た
よ
う
だ
が
…
…
」

　

と
ハ
ー
ク
ネ
ス
中
佐
が
早
速
窘た

し
なめ

た
。

「
は
あ
…
…
。
そ
れ
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
引
き
金
を

引
け
な
い
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
よ
う
で
し
て
」

　

対
ド
ロ
ー
ン
用
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
メ
ー
カ
ー
が
開
発
し

た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
と
呼
ば
れ
る
Ａ
Ｉ
照
準
器
は
、
日
本
を
除

く
先
進
国
の
軍
隊
で
採
用
が
進
ん
で
い
た
。
照
準
器
に
組

み
込
ま
れ
た
Ａ
Ｉ
が
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
コ
ー
ス
を
計
算

し
、
銃
口
の
向
き
が
外
れ
て
い
る
と
判
定
し
た
ら
、
銃
の

引
き
金
は
引
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
変
だ
ろ
う
。
当
た
ら
な
い
と
Ａ
Ｉ
が
判
定
す
る

か
ら
、
引
き
金
を
引
け
な
い
の
だ
。
あ
れ
は
兵
士
に
無
駄

弾
を
撃
た
せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
ぞ
。
何
の
た

め
に
訓
練
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
か
…
…
」

「
は
い
。
あ
と
で
言
っ
て
聞
か
せ
ま
す
。
デ
リ
ー
砦
の
修

復
は
間
も
な
く
完
了
し
ま
す
。
そ
れ
で
、
突
っ
込
ん
で
き

た
ド
ロ
ー
ン
で
す
が
、
狙
撃
兵
チ
ー
ム
の
警
戒
用
カ
メ
ラ
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が
一
瞬
捕
捉
し
て
お
り
ま
し
た
」

　

兵
曹
長
は
、
ポ
ー
チ
に
突
っ
込
ん
だ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
出

し
て
、
そ
の
映
像
を
二
人
に
再
生
し
て
み
せ
た
。

「
あ
ま
り
鮮
明
で
は
な
い
が
、
や
は
り
、
イ
ラ
ン
製
の
シ

ャ
ヘ
ド
で
は
な
い
の
か
？
」

「
似
て
は
い
ま
す
が
。
Ａ
Ｉ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
判
断
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
製
の
徘
徊
型
ド
ロ
ー
ン
、

Ｋキ

ュ

ー

ブ

Ｕ
Ｂ
‐
Ｂ
Ｌ
Ａ
だ
そ
う
で
す
」

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
使
わ
れ
た
の
か
？
」

「
恐
ら
く
半
導
体
入
手
の
問
題
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
」

「
ク
ア
ッ
ド
型
ド
ロ
ー
ン
は
、
い
つ
も
の
中
国
製
だ
ろ

う
？ 

中
露
の
合
同
軍
部
隊
で
も
展
開
し
て
い
る
の

か
？ 

攻
撃
パ
タ
ー
ン
は
明
ら
か
に
軍
事
作
戦
レ
ベ
ル
だ
。

こ
こ
Ｄ
Ｃ
を
支
配
し
て
い
る
暴
徒
ら
は
統
制
が
取
れ
て
い

な
い
。
統
制
さ
れ
た
部
隊
な
ら
、
内
部
に
ロ
シ
ア
人
集
団

を
匿か

く
まう

こ
と
く
ら
い
す
る
だ
ろ
う
が
、
暴
徒
な
ら
、
ロ
シ

ア
人
や
中
国
人
だ
っ
て
構
わ
ず
撃
つ
だ
ろ
う
」

「
全
米
が
停
電
す
る
原
因
に
な
っ
た
山
火
事
は
、
ロ
シ
ア

の
民
間
軍
事
会
社
の
工
作
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
連

中
が
、
次
の
作
戦
に
出
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
シ

ア
ト
ル
で
は
、
大
っ
ぴ
ら
に
自
衛
隊
と
戦
っ
て
い
た
よ
う

で
す
し
。
チ
ー
フ
の
見
解
は
？
」

　

と
リ
ッ
ク
マ
ン
少
佐
が
尋
ね
た
。

「
中
露
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
提
供
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
ま
で
派
遣
し
た
か
ど
う
か
…
…
。
米
軍
だ
っ

て
、
最
近
は
そ
の
手
の
ド
ロ
ー
ン
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成

を
熱
心
に
や
っ
て
い
ま
す
。
自
分
は
そ
の
可
能
性
の
方
が

高
い
と
見
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
、
わ
ざ
わ
ざ
赤
い
星
の
マ

ー
ク
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を
偽
装
す
る
た
め
で

し
ょ
う
。
そ
れ
と
中
佐
、
一
応
、
ご
報
告
し
て
お
き
ま
す

が
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク
の
使
用
制
限
に
関
し
て
、
兵
た
ち
か

ら
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
」

「
わ
か
っ
て
い
る
。
部
隊
の
兵
の
誰
一
人
と
し
て
、
そ
の
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使
用
の
ル
ー
ル
を
破
っ
て
い
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
綺
麗

0

0

な
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
写
真
を
撮
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
上
げ
る
よ
う
な
バ
カ
が
未
だ
に
い
な
い
こ
と
に
感
心
し

て
い
る
が
、
ま
ず
は
戦
死
者
の
ご
遺
族
に
訃
報
を
知
ら
せ

て
か
ら
だ
。
後
で
情
報
漏
れ
に
気
付
い
て
、
上
か
ら
や
い

の
や
い
の
言
わ
れ
る
よ
り
は
、
今
、
使
わ
せ
ず
に
安
心
し

た
方
が
ま
し
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
鍛
え
ら
れ
た
兵
士
だ
。
た

か
だ
か
二
、
三
日
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
程
度
で
…
…
。
も

し
ニ
ュ
ー
ス
が
知
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
誰
か
士
官
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
せ
て
、
ロ
ー
カ
ル
保
存
し
て
閲
覧
さ
せ
て

く
れ
」

「
了
解
で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
な
い
よ

り
は
ま
し
で
す
か
ら
」

　

兵
曹
長
が
去
っ
て
い
く
と
、「
ま
る
で
ア
フ
リ
カ
だ
な

…
…
」
と
中
佐
は
嘆
い
た
。

「
こ
こ
は
も
う
、
政
府
が
逃
げ
出
し
て
治
安
崩
壊
し
た
ア

フ
リ
カ
の
途
上
国
と
同
じ
だ
。
挙
げ
句
に
、
当
事
者
の
ア

メ
リ
カ
軍
が
敵
に
回
る
と
あ
っ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ

に
い
続
け
る
理
由
は
な
い
。
英
国
政
府
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

流
れ
に
従
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
よ
。
い
く
ら
兄
弟
国

で
も
、
米
軍
の
正
規
軍
部
隊
と
は
戦
え
な
い
か
ら
な
」

「
同
感
で
す
。
こ
れ
以
上
の
犠
牲
が
出
る
前
に
撤
退
し
な

け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
指
揮
ミ
ス
を
問
わ
れ
ま
す
。
あ
の

時
点
で
撤
退
の
判
断
が
で
き
た
は
ず
だ
と
」

　

遠
く
か
ら
ド
ラ
ム
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ま
る
で
何

か
の
音
楽
フ
ェ
ス
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
が
、
そ

う
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
を
脅
し
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
が

包
囲
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
も
の
だ

っ
た
。

　

幸
い
、
視
界
内
に
死
体
は
な
い
。
全
て
片
付
け
さ
せ
た
。

だ
が
、
一
歩
、
政
府
施
設
の
角
を
曲
が
る
と
、
そ
こ
い
ら

中
、
死
体
だ
ら
け
だ
っ
た
。
明
ら
か
に
警
官
や
兵
士
だ
と

わ
か
る
遺
体
は
極
力
回
収
に
努
め
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外

の
、
暴
徒
か
、
た
ま
た
ま
逃
げ
遅
れ
た
だ
け
の
政
府
職
員
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の
遺
体
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
今
は
そ
れ
を
時
々
カ
ラ

ス
が
集
っ
て
啄つ

い
ばん

で
い
る
。

　

奴
ら
は
、
露
出
し
た
柔
ら
か
い
と
こ
ろ
か
ら
喰
ら
う
。

つ
ま
り
、
目
玉
か
ら
喰
う
。
運
良
く
治
安
が
回
復
し
た
と

し
て
、
あ
の
遺
体
を
誰
が
回
収
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
リ

ッ
ク
マ
ン
少
佐
は
思
っ
た
。
せ
め
て
、
そ
う
い
う
こ
と
は
、

自
国
軍
部
隊
で
や
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
が
…
…
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
分
裂
し
、
破
滅
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

大
統
領
選
の
結
果
を
巡
る
各
州
大
陪
審
の
結
果
に
端
を
発

し
た
全
土
で
の
暴
動
は
、
中
露
が
暗
躍
し
た
大
停
電
が
火

に
油
を
注
ぎ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
全
米
規
模
の
暴
動
と
破

壊
へ
と
進
行
し
た
。

　

民
主
党
大
統
領
は
、
事
態
の
責
任
を
取
っ
て
辞
職
、
副

大
統
領
が
就
任
を
固
辞
し
た
た
め
、
大
統
領
継
承
順
位
に

則
り
、
議
会
か
ら
共
和
党
指
導
者
が
新
大
統
領
と
し
て
指

名
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
分
断
は
、
軍
内
部
に
も
及
び
、
国
防
総
省
は
、
よ

ほ
ど
の
例
外
を
除
い
て
全
部
隊
の
営
内
待
機
を
命
じ
て
い

た
。
代
わ
っ
て
、
東
西
か
ら
派
遣
さ
れ
た
同
盟
国
軍
部
隊

が
、
治
安
回
復
と
医
療
食
料
な
ど
の
支
援
に
当
た
っ
て
い

た
が
、
何
し
ろ
ア
メ
リ
カ
は
あ
ま
り
に
も
広
く
、
国
民
の

武
装
度
も
群
を
抜
い
て
い
た
。

　

ま
る
で
軍
隊
レ
ベ
ル
の
装
備
に
、
各
国
軍
部
隊
は
手
を

焼
い
て
い
た
。
そ
の
暴
動
、
革
命
運
動
と
や
ら
の
先
頭
に

立
つ
指
導
者
ら
を
追
い
詰
め
て
は
い
た
が
、
つ
い
に
北
西

部
の
重
要
拠
点
シ
ア
ト
ル
で
、
米
陸
軍
部
隊
が
反
政
府
側

に
立
っ
て
決
起
し
た
。

　

シ
ア
ト
ル
を
守
っ
て
い
た
自
衛
隊
は
、
や
む
な
く
こ
れ

と
交
戦
、
撃
退
し
て
い
た
が
、
状
況
は
悪
化
す
る
ば
か
り

だ
っ
た
。
運
悪
く
北
米
は
、
記
録
破
り
の
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
、
停
電
下
で
の
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
を
強
い
ら
れ
る
人
々

は
、
飢
え
と
渇
き
、
そ
し
て
熱
波
と
の
戦
い
に
も
直
面
し

て
い
た
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
よ
う
に
、
治
安
当

局
が
完
全
に
撤
退
し
、
ま
る
で
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
よ
う

な
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
社
会
へ
と
変
わ
っ
た
街
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
文
明
は
な
く
、
弱
肉
強
食
の
暴
力
と
略
奪
に
支

配
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
反
乱
軍
支
持
と
い
う
新

た
な
状
況
に
、
同
盟
軍
部
隊
は
動
揺
し
、
支
援
の
手
を
引

こ
う
と
す
る
国
々
も
出
て
き
て
い
た
。
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第
一
章　

カ
ナ
ダ
軍
撤
退

　

ア
メ
リ
カ
北
西
部
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の
空
の

玄
関
口
、
シ
ア
ト
ル
・
タ
コ
マ
国
際
空
港
は
大
混
乱
の
最

中
に
あ
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
陸
上
自
衛
隊
を
筆
頭
に
、
シ
ア
ト
ル
の
治
安

回
復
任
務
に
当
た
る
日
本
、
カ
ナ
ダ
合
同
軍
、
及
び
地
元

当
局
の
指
揮
所
が
置
か
れ
、
ま
た
太
平
洋
を
渡
っ
て
く
る

民
航
機
の
デ
ポ
拠
点
に
も
な
っ
て
い
た
。
自
衛
隊
は
、
こ

こ
か
ら
北
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
へ
と
攻
勢
に
出
て
、〝
ナ
イ

ン
テ
ィ
・
ナ
イ
ン
〞、
も
し
く
は
〝
セ
ル
〞
を
名
乗
る
暴

徒
た
ち
を
追
い
詰
め
て
い
た
。
最
低
で
も
二
万
を
超
え
る

彼
ら
は
、
一
時
シ
ア
ト
ル
か
ら
東
へ
、
シ
カ
ゴ
を
目
指
し

た
が
、
自
衛
隊
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
、
こ
こ
ま
で
押
し
戻

さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

一
時
は
こ
の
空
港
も
彼
ら
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
る
寸
前

ま
で
行
っ
た
が
、
カ
ナ
ダ
国
防
軍
の
善
戦
と
、
航
空
自
衛

隊
輸
送
機
か
ら
放
た
れ
た
巡
航
ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ
て
撃
退

さ
れ
た
。

　

空
港
か
ら
北
へ
一
五
キ
ロ
、
各
国
領
事
館
や
行
政
府
が

集
ま
る
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
、
合
同
軍
は
じ
り
じ
り
と
北

上
を
続
け
、
シ
ア
ト
ル
の
解
放
作
戦
は
あ
と
一
歩
ま
で
到

達
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
シ
ア
ト
ル
の
南
に
あ
る
、
太
平

洋
岸
最
大
の
軍
事
基
地
、
ル
イ
ス
・
マ
ッ
コ
ー
ド
統
合
基

地
で
、
正
規
軍
部
隊
の
反
乱
が
起
こ
っ
た
。

　

最
初
は
、
ほ
ん
の
一
部
の
、
義
憤
に
駆
ら
れ
た
将
校
に



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




